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平成20年３月期 中間決算概況

－564百万円経常利益＋34.6％386百万円経常利益

－1,348百万円当（中間）期純利益－1,466百万円当（中間）期純利益

＋32.6％683百万円営業利益＋35.8％438百万円営業利益

＋9.9％20,074百万円売上高△7.1 ％12,109百万円売上高

前期比連 結前期比単 体

総括 （平成19年4月１日～平成19年9月30日）

（連結・売上）
＊新設分割により設立の㈱ニッピ・フジタにおける皮革関連の販売を強化
＊ゼラチン事業は、健康食品向けペプタイドが好調で事業収益のバックボーン
＊化粧品関係は、宣伝制作物の刷新を行い顧客獲得を図る販売を促進

（連結・特別利益、特別損失）
＊大阪市西淀川区の固定資産（土地・建物）の売却益204百万円
＊不動産信託の特別目的会社の事業目的が終了し解散したことによる

出資金清算益（特別配当）3,616百万円

＊役員退職慰労引当金繰入額など1,737百万円を特別損失に計上



セグメント別分析 皮革事業

１１５百万円

６，４４４百万円

平成20年３月中間期（当）

―△５３百万円営業利益

＋42.7％４，５１６百万円売上高

前期比平成19年３月中間期（前）

＊新設分割により㈱ニッピ・フジタを設立（４月２日）
＊皮革製造・販売から皮革製品の販売中心へ事業内容の転換
＊靴関連、車両関連とも順調に推移
＊収益体質が大幅に改善



セグメント別分析 非皮革事業

６８９百万円

９，６７１百万円

平成20年３月中間期（当）

＋12.7％６１１百万円営業利益

＋2.1％９，４６９百万円売上高

前期比平成19年３月中間期（全）

＊ゼラチン事業・・・・・・・・・・・・・・ ゼラチン部門は、原料および製品の値上がりや
販路の見直しなどにより苦戦
ペプタイド部門は、健康食品用途の伸張をはじめ
医薬・工業ほか全ての用途において好調に推移

＊コラーゲン・ケーシング事業・・・国内ハム・ソーセージメーカーの生産拠点の
海外シフトに拍車がかかり苦しい展開

＊化粧品事業・・・・・・・・・・・・・・・・通販市場が好調だったが、企業間の競争激化の
中で苦戦
健康食品は通販市場の好調をうけ伸張



セグメント別分析 その他の事業

５２２百万円

３，９５９百万円

平成20年３月中間期（当）

＋3.1％５０６百万円営業利益

△7.5％４，２７８百万円売上高

前期比平成19年３月中間期（前）

＊リンカー事業・・・化成品は堅調、リンカーは各製品とも好調に推移

＊不動産部門・・・・開発計画の本格的推進までの暫定事業としてフットサルコート、
駐車場用の賃貸事業で保有財産を有効活用

＊連結子会社が前年同期初まで行っていた葉タバコの輸入関連業務がなくなり
売上が減少



セグメント別連結売上構成比

平成19年３月中間期（前） 平成20年３月中間期（当）

皮革事業25％その他23％

非皮革事業
52％

皮革事業32％
その他20％

非皮革事業
48％



損益計算書（連結）

－２．８％△１．５％経常利益率

＋0.6％３．４％２．８％営業利益率

－１，３４８百万円△６５１百万円中間純利益

５６４百万円

６８３百万円

２０，０７４百万円

平成20年３月中間期（当）

－△２８２百万円経常利益

＋32.6％５１５百万円営業利益

＋9.9％１８，２６５百万円売上高

前期比平成19年３月中間期（前）



主要経営指標等推移（連結）

１１９．３１△７０．８８４２．１８１株当たり中間純利益（円）

８．５△４．３２．４自己資本利益率（％）

１４０４．８６１５３２．５４１７８２．００１株当たり純資産額（円）

５６，８８６５５，６６１５６，９２６総資産額 （百万円）

１６，２３０１５，６４４１４，９９３純資産額 （百万円）

１，３４８△６５１３５５当期純利益 （百万円）

５６４△２８２３９４経常利益 （百万円）

２０，０７４１８，２６５２３，７３１売上高 （百万円）

平成20年３月中間期平成19年３月中間期平成18年３月中間期

＊純資産額には、少数株主持分（平成19年 351百万円、平成20年 348百万円）が含まれております。
１株当たり中間純利益＝中間純利益÷期中平均株式数
１株当たり純資産額＝（純資産－少数株主持分）÷（発行済株式数－自己株式数）
自己資本利益率＝当期純利益÷（純資産－少数株主持分）
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１株当たり（円）

営業利益 712 515 683

経常利益 394 -282 564

中間純利益 355 -651 1,348

１株当たり

中間純利益 42.18 -70.88 119.31

1 2 3

利益推移（連結）



貸借対照表（連結）

３１百万円４０百万円繰延資産

５６，８８６百万円５５，６６１百万円総資産額

２７．９％２７．５％自己資本比率

１６，２３０百万円１５，６４４百万円純資産額

１７，４２８百万円１９，６５８百万円固定負債

２３，２２７百万円２０，３５８百万円流動負債

３６，２１２百万円３５，６１４百万円固定資産

２０，６４３百万円２０，００５百万円流動資産

平成20年３月中間期（当）平成１9年３月中間期（前）

＊自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）÷総資産



キャッシュフロー（連結）

３２４百万円１，６１６百万円財務キャッシュフロー

１，１８５百万円△１，１４０百万円投資キャッシュフロー

２０百万円３４３百万円営業キャッシュフロー

平成20年３月中間期（当）平成19年３月中間期（前）



損益計算書（単体）

＋1.0％３．２％２．２％経常利益率

＋1.1％３．６％２．５％営業利益率

－１，４６６百万円６６百万円中間純利益

＋34.6％３８６百万円２８７百万円経常利益

＋35.8％４３８百万円３２３百万円営業利益

△7.1％１２，１０９百万円１３，０３３百万円売上高

前期比平成20年３月中間期（当）平成19年３月中間期（前）



主要経営指標等推移（単体）

１２２．５０５．６４３０．４６１株当たり中間純利益（円）

１２７０．７０１２８２．８５１２８７．２９１株当たり純資産額（円）

９．６０．４２．４自己資本利益率（％）

４７，９４７５１，６６０５４，２４４総資産額 （百万円）

１５，２１０１５，０４０１５，３７６純資産額 （百万円）

１，４６６６６３６３中間純利益（百万円）

３８６２８７２２９経常利益 （百万円）

１２，１０９１３，０３３１２，５９４売上高 （百万円）

平成20年３月中間期平成19年３月中間期平成18年３月中間期

＊１株当たり中間純利益＝中間純利益÷期中平均株式数
１株当たり純資産額＝純資産÷（発行済株式数－自己株式数）
自己資本利益率＝当期純利益÷純資産



利益推移（単体）
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１株当たり（円）

営業利益 387 323 438

経常利益 229 287 386

中間純利益 363 66 1,466

１株当たり

中間純利益 30.46 5.64 122.50

1 2 3



貸借対照表（単体）

３１百万円４０百万円繰延資産

４７，９４７百万円５１，６６０百万円総資産額

３１．７％２９．１％自己資本比率

１５，２１０百万円１５，０４０百万円純資産額

１６，４５８百万円１９，１０２百万円固定負債

１６，２７９百万円１７，５１７百万円流動負債

３６，３０４百万円３７，４８２百万円固定資産

１１，６１１百万円１４，１３７百万円流動資産

平成20年３月中間期（当）平成１9年３月中間期（前）



業績予想（通期）

１，６００百万円
（前期実績： 794百万円 △16.9％）

１，１００百万円
（前期実績： 515 百万円 △21.4％）

営業利益

１，７００百万円
（前期実績： △1,696百万円 －％）

１，２００百万円
（前期実績： 164百万円 △79.7％）

３９，５００百万円
（前期実績： 36,008百万円 △21.8％）

平成20年３月期（連結）

１，７００百万円
（前期実績： △715百万円 －％）

当期純利益

８００百万円
（前期実績： 426 百万円 ＋16.7％）

経常利益

２４，０００百万円
（前期実績： 26,613百万円 ＋3.9 ％）

売上高

平成20年３月期（個別）



確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして確かな技術に裏づけされた高品質商品のサプライヤーとして

お客様の満足いく商品開発に努め、お客様の満足いく商品開発に努め、

業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。業界のリーダーとして社会貢献を果たしてまいります。

株式会社株式会社 ニッピニッピ


